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一
未 熟 児 の 保 育 へ の 身 体 的 適 応 に つ い て （そ の 1 ）

一
他児の存在 と睡眠時間 ・体温の関係一

星　順子 （東洋英和女学院大学）

1 ．　 目 的

　　睡眠と体温は健康状態を確認するため の 重要な

フ ァ クタ
ー

であり、低年齢児の
一

日の 生活 リズム を形

成するもの でもある。保育所における乳児保育では、

家庭にいるよりも子どもの数が多いために 、 子ども達

が相互 に多くの刺激を与え合 い 、 受け合う こ とが出来

る。このことは
一

般的に子どもの 覚醒状態を高めるこ

とにつ ながり、ひ い て は生活リズムの確立とい う形で

健康増進に寄与するもの と考えらる。し か し、末熟児

等、体力の ない 子 ど も に と っ て は、他 児 や他児の 遊び

へ の 興味か ら眠さを押さえて遊ぽうとした り、眠くて

も他児の 遊びによ っ て生じる騒音の ために熟睡するこ

とが難 しか っ たりと、健康状態にマ イナス に 働く可能

性もあるの ではないか、という仮説を立てた。上記仮

説に対 して、本稿で は、一
未熟児の 保育 に おけ る 睡 眠

と体温が、他児 の 存在 に よ っ て どの よ うな影響を受け

ているのかを調査することを目的とした。

且 ．　 フう法

　対象児 H児に つ い て の、民間家庭保育の 保育者 （「保

育マ マ 」）に よる保育El誌から、睡眠時間 ・体温に関す

る記述を取り上げ、他児の 存在する午後の 時間帯を集

計し、者察した。9 〜 10月の家庭保育は、 H 児の発熱

に伴 っ て 随時依頼してい た為、4人の 保育者が随時派

遣されて い た。日誌の記載につ い て は、概ね形式が
一

定で あ っ たが、体温につ い ては、記載の ない もの 、EI

に 何 度か 検温 し その たび に 記載されて い るもの、とあ

る程度の差が認められた 。 複数の 体温記載の ある 日は、

検温時間が一定 で はないため、その日の最高体温を取

り上げた。11月以降は、同
一保育者による保育が行わ

れ た 。検温 は
一

日
一

回昼食後に行われて いた。

　そ の 他、毎日の 記述か ら、H 児 と他 児 の かかわりに

つ いての 記載や保育者の感想を叛粋 して 、 考察し た 。

◆対象児に つ い て

  年月齢及び性別

　 lH 児 （1：01〜1：04、修正 年 月 齢 0：11〜1 ：02）、男児

  家族構成

　　 父 ・母 ・本人

  H 児の 出生状況とその 後の 健康状態

　H 児は 、 母親の 早産の 時期で の 前期破水により、29

週目に出生した。出産時の体重は 1，472   、極低出生

体重児であ っ た。出生後には、新生児一過性多呼吸
・

高ビリル ビン血症 ・無呼吸発作等の 異常が見 られ た かt，

2回の 転院を経て 50 日後に 退院 した e その 後、一
歳

児検診の際に は 、 身体的発育か螺 準に追 い つ いたと診

断された。しかし、気管が弱いために 、 風邪から喘息

性気管支炎に なる機会が多く見られた。

  H 児の 保育 の 状況につ いて

　出生後、母親 の 復職に伴い、祖母 と民 間ベ ビーシ ッ

タ
ー

による保育を 6 ヶ 月 間受 けた後、H 児 は 自宅 近 く

の 私立 A保育所に入園した 。

　A 保育所で は 、 0 歳児クラスに 所属し、 7：30〜19：00

の保育を受けていた。O歳児クラスの在籍人数は、　 H
児の 入園当初 15名、退園時 20 名であ っ た。朝タ の 時

閤外保育、及び延長保育は、合同保育が行われて い た。

そ の 時間 帯 で は、年 上 児 が H 児 の 面 倒 をみ る 様子 が 伺

わ れ た。それ に伴い、H 児が 自 分か ら年 上 児の 方 に 寄

っ L い く こ （ もめ つ た。

　 0歳児クラス では、ミルク ・離乳食 ・給食と食事の

体制が異なる子ども達が同じクラスに在籍しているた

め、 1 ・2 ・3 回食と給食とい う 4 つ の デイ リ
ープ ロ

グラムが組まれて同
一

保育室で行われていた。

　H 月は、 未熟児特有の 気管支の弱さか ら、風邪から

喘息性気管支炎になることが多か っ た。こ の場合 、 咳

と鼻水等 の 症状に加えて、呼吸に雑音が混 じり、37℃

か ら 38℃台前半くらい の 微熱が続く こ とが多か っ た。

しかし、機嫌が悪 くなっ た り、ぐ っ た りす る こ とはほ

とんど見られなか っ た。

　また、 日常的に降園後は 、 タ食中やそ の 直後、また

日によ っ てはタ食前から眠 っ てしまう状態であ っ たた

め、次第に両親は H児の 体力が保育所での生活には不

十分なの ではない かと考えるようにな っ た。

　保育所からの 迎え要請 の 連絡が頻繁 に な っ た た め 、

9 月からH 児の 発熱の 際は、日替わ りの 派遣形式で 子

どもの自宅で の病児保育を行 う民聞 の 家庭保育に保育

を依頼する こと した 。 し か し一
ヶ 月の 約半分を家庭保

育に依頼ぜざるを得な い事態にな っ ただめ、保育所を

退園 し、長期間に渡り同
一

保育者がその 自宅で保育を

する形の 家庭保育に移行する こ とにな っ た e

　保育者の家庭であるW 家の家族構成は 、 父 ・母 ・長

女 S 児 （7 歳）の 3人であ っ た。 H児 の他に 、 週 2 日 、
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幼稚園の降園後に保育をしてい るK 児 （4歳、男児）

がいる。その 他にK 児と同じ幼稚園に通う 1児（4歳 ・

男児）とその 2人の 兄 ・Y 児 （7 歳 ・S 児 の 同級生）・

S児 （10 歳）が頻繁に遊び に来て い た。

皿 ． 結 身ミ

　本稿 に おける仮説は次のようなものである。未熟児

等、体力の ない子どもにと っ て、保育現場における他

児の 存在は、他児 に よる 過度の 刺激や家庭との 睡眠環

境の 違い 等 に より、睡眠不足を生じる傾向が生まれ、

健康状態にマ イナスに働く可能性があるの ではないか、

とい うもの で ある 。 そこ で 家庭保育に移行 した後、H

児の睡眠時間と体温、そして保育現場にいた子どもの

数 に つ い て そ れぞ れの 関 係 を調 査 した の で あ る。

　家庭保 育の 保育者に よ る 保 育B 誌 （保 育 日誌の 抜粋

は当日配付する）からは 、 保育者よりも S児と
一

緒に

い る こ とを好んで い るこ と、S児の 他に K 児やその 他

の 子どもたち等、W 家に多くの子どもたぢがいるほど、

眠さを こ らえて その場に い ようとする H 児の 姿が伺え

る。しかし、保育時間中の 睡眠時間と体温、そしてW

家に い た 子 どもの数、 それぞれの関係を調査した結果、

図 1の ようにな っ た。すなわち、子どもの数と体温の

相関は見られず、睡眠時間との相関のみが確認された。

すなわち H 児は、W 家に多くの 子どもがいるときほど、

長い 睡眠をとる 傾向が見 られたの で ある。

12e
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図 1H 児 の 睡眠 時間 ・体 温と他 児の 存在
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IV． 考 察 お よ び 結 論

　 保育現場 に お け る 他児の 存在が、仮説とは逆に睡

眠時間を延ばす結果 が出た こ とにつ い て は次の ように

考察した。

　 1．保育所と家庭保育における子どもの 数の 違い

　保育所で は、常時 15〜20 名の 子どもが0 歳児ク

ラス と して 同じ 保育室で 生活を して い た。それに比

べ て、家庭保育では、少な い 日 で 2 名 （H児とS児）、

多くても 4〜5 名程の人数が存在して いた。「保育

現場における他児の 存在」 と言 っ ても両者には大き

な開きがあり、比較の 対象とするには問題があっ た

と考えられる。

2．保育所と家庭保育における子どもの 年齢の 違い

　保育所では、年齢別保育が行われており、時間

外 ・延長保育の 時間を除いては同年齢 の 子ども達が

同じ保育室 で保育を受けて い た。一方、家庭保育の

場合は、’」、学校 の放課後は ほ とん どH 児 と一
緒 に 過

ごす S児が7歳、週 2回の 保育を受けてい る K 児が

4歳、それ以外 の 子ども達もみな4 歳以上であっ た 。

　年齢が同じ であっ た場合、 子ども同士の関わりは

対等なものとなり、他児へ の興味が心地よさをもた

らす よ う な も の ばか りで な く、偶然の 身体 接触か ら

片方が泣き出 して しま うよ う な事態や、お も ち ゃの

取 り合 い 等で張 り合 うようとい っ た結果に終わ る

関わりも多い こ とが考えられる。一
方の 家庭保育に

おける他児とい っ た場合、小学生がそれに該当する

場合が多く、その 結果、「おも り をし て もらう」 「あ

やし てもらう」 とい っ た年上児が H 児に沿 っ た関わ

りをする機会が多い こ とが考えられる 。

　二 つ の保育現場で 見 られる関わりは質の 違 うも

のであることが予想され 、
「他児 か らの 刺激」 と し

て
一

律に 扱うに は問題がある こ とが考え られた 。

3 ，保　所と家庭｛育におけ 　　，の 　土 の 士方の 　い

　保育所 で は、他児の 存在が恒常的なもの で あ っ た。

と ころ が家庭保 育で は、ほ ぼ恒常的 （約半 日）に存

在する他児は S 児だけであり、 H 児にと っ て それ 以

外の 子ども達の 存在は偶然なもの であ っ た。また 、

他児がい たとしても長時間一緒に遊ぶとい うわけ

で はなく、短時間に集中して あやした後に年上児た

ぢだけで公園 に出か ける等、遊びの変わ り目に H 児

だけが屋内に取り残されるとい っ た関わりも見 ら

れた 。 H 児は短時間集中して 覚醒した後に、入眠す

るき っ かけをうまく個むこ とが 可 能で あ っ た こ と

が考えられるの で ある。しかし、こ れを、常に 15

〜 20 名の 同年齢児が存在する保育所と同 じ条件と

して 扱 っ た こ とには問題があ っ たのである。

　家庭保育で は 、 他児の 存在が人数 ・年齢
・
存在の

仕方 の 点 で 保育所保育と は 異な る 実体が明らか に

な っ た。今後は、家庭保育に おい て、さらに観察を

継続 し、集団保育との 差異につ い て蓄目 して 研究す

る 。
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